
午前 ９：００～１２：００（ ８：３０～１１：３０受付） 

午後１３：３０～１７：００（１３：３０～１６：３０受付） 

（土）９：００～１３：００（ ８：３０～１２：００受付） 

※日・祝祭日は休診となります。 
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〒989-6173 宮城県大崎市古川浦町１番３７号

（片倉病院）TEL:0229-22-0016 FAX:0229-24-1226

（アミスタ）TEL:0229-22-0015 FAX:0229-24-1262

メール : info@katakura-hospital.com

http://katakura-hospital.com

シネマ 
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 月 火 水 木 金 土 

午

前 

脳神経外科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
内 科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
神 経 内 科  ○  

整 形 外 科 
整形外科につきましては、月に１回の診療科となります。 

診療案内の確認、または、窓口までお問い合わせださい 
※ 

 今が旬の『タラ』。脂質が少なく、低エネルギーなのでカ

ロリーを制限している方に最適な食材です。カルシウムの吸

収を高め、歯や骨を丈夫にする「ビタミンD」を含んでおり、

骨粗鬆症の予防にもおススメです。 
管理栄養士 小山 

＜材料＞ 
・生タラ……4切れ 

・塩…………小さじ1/2 

・酒…………小さじ2 

・卵白………30g 

・片栗粉…… 3g 

・塩…………少  々

・人参………20g 

・生椎茸……20g 

・三つ葉……4g 

・だし汁……80ml 

・醤油………小さじ2 

・みりん……小さじ2 

Ａ 

Ｂ 

タラの淡雪蒸し【4 人分】 

＜作り方＞ 
① 生タラに塩・酒を振り、バットに

並べる。 

② 野菜を食べやすい大きさに切る。 

③ ①を蒸気のあがった蒸し器に入

れ、8分程度蒸す。 

④ Ａの卵白をかために泡立て、片栗

粉と塩を加える。 

⑤ 蒸しあがったタラの上に④を乗

せ、その上に三つ葉以外の②の野

菜を飾り、卵白が固まるまで蒸

す。 蒸しあがったら三つ葉を散

らす。 

⑥ Ｂを煮立て、かけ汁を作る。 

⑦ 蒸しあがった⑤を器に盛り、⑥を

かける。 

宮城県古川黎明中学校2年生3名が、片倉病院・

老健施設アミスタの各部門にて施設設備や業務内

容の説明を受け、受付業務・ベットメイキングや、

看護・介助等の職場体験を2日間の日程にて行いま

した。 

体験を通して、働くことの厳しさ・楽しさ・やり

がいを感じ、どのような道に進みたいのか、何にな

りたいのか、などを考えるきっかけにしてもらえた

らと思います。 

目 次 

１．年頭のご挨拶        ２．部門紹介        ３．冬の感染症予防  

４．アミスタ活動報告      ５．季節のおすすめ料理＆トピックス  ６．編集後記 
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年頭のご挨拶 
新年あけましておめでとうございます 

日頃より、片倉病院・老健施設アミスタをご愛顧いただき、誠にありがとうございます。 

平成の世になり、早くも四半世紀を迎えることになりました。当法人においても、平成生まれの職員

が医療人として成長し、日々業務に励む姿が見られるようになってきております。 

さて、大災害からもうすぐ2年が経過しようとしておりますが、沿岸部では未だ十分な復興の体制が

整わず、困難な日々を過ごされている方々が多くおられます。大崎市もだいぶ落ち着きは取り戻したも

のの、看護学校などの重要な施設は未だ建設中であり、昨年も被災者の診療がかなりの数にのぼりまし

た。早い収束を願うとともに、今後も必要な協力をして行きたいと考えております。 

当法人の現況につきましては、昨年度、外部機関・地域との連携強化、呼吸器専門外来の新設、最新

型CTの導入により、外来診療がより充実し、専門性を高めております。 

今年度は、消化器・内視鏡専門外来の新設も予定しており、さらに充実した診療体制の実現を目指す

とともに、病院・老健機能と地域社会との連携をより拡充して参ります。 

私たちはこのような活動を通し、より良い医療、福祉を提供する、皆様に愛される病院として今後も

この地に存在していきたいと願っております。本年も地域の皆様のご指導、ご協力のほどよろしくお願

い申し上げます。 

最後に、平成２５年が皆様にとりまして佳い年になりますことをお祈りしつつ、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。 

     

 

      財団法人片倉病院 理事長  

       片倉 康喜 

発行元・編集 財団法人片倉病院 広報部 

地域の皆様との 

となる病院を目指します



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

12 月 5 日に千手寺幼稚園の子供たちとのクリス

マス会が行われました。とても可愛らしい踊りや歌、

サンタさんからのプレゼント交換で楽しい時間を過

ごしました。 
華やかな衣装でかわいいおどりを

披露してくれました。 

1、手洗い、うがい 
 外から帰った後や調理前、食事前、トイレに行った後などにこまめに行いましょう。 

2、規則正しい生活の中で体力づくり 
日ごろから十分な休養とバランスのとれた栄養をとり、体力や免疫力を高めるように心がけましょう。 

3、適度な湿度の保持と水分補給 
 空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下し、ウイルス感染をおこしやすくなります。こまめに水分を補給することも

大切です。特に室内では適度な湿度(50～60%）を保つことも効果的です。 

4、人ごみへの外出を控え、外出時にはマスクを着用 
 感染の流行時には、特にご高齢の方や基礎疾患のある方、疲労気味、寝不足の方は人ごみへの外出は控えましょう。やむ

をえず外出する場合には、マスクを着用しましょう。 

5、便や嘔吐物を処理するときは、手袋をして処理した後はしっかりと手洗いを 
 二次感染を防ぐことが大切です。 

気温が下がり、空気が乾燥するにつれて、空気中のウイルスが長く漂い続けるようになり、風邪やインフル

エンザ、感染性胃腸炎などが流行します。 

自分自身や家族を感染症から守るためにしっかりとした予防、対策をとり感染症に備えましょう。 

寒さと乾燥が厳しくなり、風邪、インフ

ルエンザ、ノロウイルスなどの感染症が増

える季節です。 

寒さによる脳卒中、心筋梗塞などのリス

クも高まります。凍結による転倒事故も十

分に注意しましょう。 

インフルエンザ 

突然の３８℃以上の高熱と全身のだ

るさ，筋肉痛や関節痛などの全身症状

が起こり、のどの痛みやせきなどの呼

吸器症状が現れます。通常は発熱が２

～３日持続した後、１週間程度で回復

します。 

ノロウイルス 

突然、吐き気や嘔吐を発症

し、続いて下痢･腹痛が起こ

ってくるのが特徴です。まれ

に発熱を伴うこともありま

す。 

凍結による転倒事故 

「転倒・骨折」は寝たきりの原因の一

つと言われています。高齢者の骨は、

若い人に比べてもろくなっている為、

わずかな外力で骨折しやすく、また治

りが遅いのが特徴です。 

環境にあった歩行を心掛けましょう。

寒さによる脳卒中、心筋梗塞 

暖かい場所から、寒い場所へ移動すると血圧が

急に上がり血管に大きな圧力がかかり、心筋梗

塞や、脳梗塞を引き起こす原因になります。水

分補給や寒暖の温度管理に注意が必要です。 

Vol.２ 

 

病気や障がいによって生活上の心配なことが生じた

際などのご相談をお受けしております。また、他院から

の転院の際の受付窓口にもなっております。 

患者様やご家族の方々が安心して、その人らしく療養

生活を続けることができるようお手伝いをさせていた

だきます。お気軽にご相談ください。 
 

担当：青柳（社会福祉士）・田村（看護師） 

TEL:0229-22-0016／FAX:0229-24-1226 

 

地域医療機関の先生方よりご紹介いただく患者さま

の検査予約、脳ドックなどの健診予約対応をしており

ます。 

 医療機関からの検査予約（CT・MRI） 

 脳ドック・検診等予約 
 

検査予約担当：片倉 

TEL:0229-22-0249／FAX:0229-24-1226 

地 域 連 携 室 

 

“在宅での介護が限界になったので、施設利用を検討したい”

または、“入院中だが、今後の在宅生活をしていく上で、不安が

ある”等、ご家族の不安解消のお手伝いをするのが仕事です。 

入所やショートステイ、デイケアの相談以外でも、在宅生活上

での疑問や不安、制度などのご相談もお伺いします。まずは、お

電話でお気軽にお問い合わせください。 

 

担当：高木（介護支援専門員）・小田中（支援相談員） 

TEL:0229-22-0015／FAX:0229-24-1262 

アミスタ相談室 


